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苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
当
た
り
※バ

ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
の
考
え
方
も

必
要
だ
が
、
現
時
点
で
の
考
え
は
。

②
小
・
中
学
校
に
お
け
る
省
エ
ネ

の
取
り
組
み
と
展
望
は
。

③
環
境
教
育
と
一
体
で
手
を
上
げ

た
学
校
か
ら
フ
ィ
フ
テ
ィ
・
フ
ィ
フ

テ
ィ
に
取
り
組
み
、
情
報
を
学
校
全

体
で
共
有
し
て
い
け
ば
効
果
も
期
待

で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

教
育
長

①
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン

グ
の
考
え
方
も
取
り
入
れ
な
が
ら
環

境
問
題
の
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

②
全
校
の
プ
ー
ル
で
水
を
循
環
利

用
し
、
小
学
校
5
校
で
ト
イ
レ
洗
浄

に
雨
水
を
再
利
用
し
て
い
る
が
、
今

後
の
計
画
は
未
定
で
あ
る
。

③
環
境
教
育
の
意
識
づ
け
に
有
効

で
あ
り
、
自
治
体
経
費
を
節
減
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
も
貢
献
す
る
取

り
組
み
で
あ
る
。
削
減
し
た
金
額
の

還
元
に
つ
い
て
は
、
市
の
予
算
全
体

の
中
で
考
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

※
フ
ィ
フ
テ
ィ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
と
は

ド
イ
ツ
で
始
ま
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
公
立
小
・
中
学
校
に
お
い
て
生

徒
や
教
職
員
が
協
力
し
て
省
エ
ネ
活

動
を
行
い
、
節
減
で
き
た
光
熱
水
費

を
す
べ
て
自
治
体
に
戻
す
の
で
は
な

く
、
半
分
は
そ
の
学
校
に
還
元
す
る

仕
組
み
の
こ
と
。

岩
本
博
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
外
国

籍
児
童
・
生
徒
の
現
状
と
ニ
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
に
、
実
態
調
査
が
必

要
で
は
。

②
日
本
語
の
指
導
期
間
が
不
十
分

な
の
で
拡
充
で
き
な
い
か
。

③
小
・
中
学
校
と
国
際
交
流
協
会

と
の
連
携
が
必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長

①
日
本
語
指
導
が
必
要
な

児
童
・
生
徒
の
受
け
入
れ
状
況
は
把

握
し
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
は
、
保
護
者

か
ら
の
申
し
出
等
に
よ
り
個
別
に
把

握
し
て
い
る
の
で
、
改
め
て
実
態
調

査
を
す
る
考
え
は
な
い
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
情
緒

面
等
で
気
に
な
る
児
童
の
数
は
。

②
気
に
な
る
児
童
に
つ
い
て
、
幼

稚
園
等
と
小
学
校
と
の
連
携
は
。

③
都
内
で
幼
稚
園
等
と
小
学
校
と

の
連
携
を
図
っ
て
い
る
自
治
体
は
。

ま
た
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
あ
る
か
。

教
育
長

①
都
が
平
成
15
年
度
に
行

っ
た
調
査
に
よ
る
と
、
知
的
発
達
に

お
く
れ
は
な
い
も
の
の
学
習
面
や
行

動
面
で
著
し
い
困
難
を
示
す
と
思
わ

れ
る
児
童
・
生
徒
は
、
市
立
小
・
中

学
校
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
約
4
・
5

％
と
約
1
・
7
％
で
あ
っ
た
。

②
小
学
校
か
ら
幼
稚
園
等
に
教
員

が
赴
き
、
園
児
の
様
子
を
観
察
す
る

取
り
組
み
等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

③
狛
江
市
や
あ
き
る
野
市
で
は
、

幼
稚
園
等
で
の
子
ど
も
の
様
子
や
指

導
の
実
績
・
経
過
等
を
学
校
に
引
き

継
い
で
活
用
し
て
い
る
。
記
入
事
項

等
は
、
保
護
者
の
確
認
を
得
る
な
ど

の
工
夫
を
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

原
　
邦
彦
議
員
（
公
明
）

①
西
武

鉄
道
と
の
協
議
状
況
は
。

②
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
通
路
に
整

備
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

③
通
路
に
面
し
た
自
転
車
駐
車
場

の
整
備
方
針
は
。

④
駅
舎
の
建
て
か
え
に
つ
い
て
鉄

道
事
業
者
と
協
議
す
る
考
え
は
。

市
長

①
こ
の
通
路
に
は
排
水
路
が

敷
設
さ
れ
て
お
り
、
排
水
路
と
の
一

体
的
整
備
は
考
え
て
い
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
利
用
者
の
安
全
性
の
向
上

を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
協
議
を
行

佐
藤
　
充
議
員
（
共
産
）

①
ま
ち

づ
く
り
か
ら
見
た
、
緑
川
通
り
と
萩

山
通
り
の
位
置
づ
け
は
。

②
緑
川
通
り
の
西
武
多
摩
湖
線
と

国
分
寺
線
に
、
歩
行
者
と
自
転
車
用

の
踏
切
を
設
置
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
る
が
ど
う
実
現
を
図
る
か
。

③
安
全
対
策
の
面
か
ら
、
萩
山
通

り
の
歩
道
拡
幅
等
が
で
き
な
い
か
。

④
萩
山
通
り
と
緑
川
通
り
の
交
差

点
に
信
号
機
が
必
要
で
は
。

市
長

①
都
市
計
画
道
路
と
生
活
道

路
を
結
ぶ
道
路
で
、
沿
道
施
設
等
へ

の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
や
良
好
な
生
活

空
間
を
形
成
し
、
幹
線
道
路
を
補
助

す
る
道
路
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

②
設
置
に
つ
い
て
は
規
制
や
費
用

等
か
ら
困
難
と
考
え
る
。

③
歩
行
者
な
ど
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
、
快
適
歩
道
実
現
事
業
に

よ
る
改
善
を
検
討
し
て
い
る
。

④
信
号
を
設
置
す
る
よ
う
交
通
管

理
者
に
要
望
し
て
い
き
た
い
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
自
転

車
駐
車
場
に
車
い
す
等
、
自
転
車
以

外
の
も
の
を
駐
車
で
き
る
よ
う
に
検

討
で
き
な
い
か
。

②
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
た

場
合
は
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
サ
ー
ビ

ス
が
考
え
ら
れ
る
か
。

③
指
定
管
理
者
制
度
に
移
行
し
た

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
市
内

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
道
路
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
か
。

②
生
活
道
路
の
整
備
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
道
路
や
行
き
ど
ま
り
道
路

等
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

③
市
道
第
B
―
150
号
線
と
開
発
道

路
の
南
端
と
を
接
続
さ
せ
な
か
っ
た

場
合
、
法
律
違
反
に
な
る
の
か
。

市
長

①
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
道
路
を

人
と
車
の
共
存
を
図
る
た
め
に
車
道

を
蛇
行
さ
せ
た
り
、
ジ
グ
ザ
グ
に
す

る
な
ど
、
心
理
的
、
物
理
的
に
車
の

速
度
が
低
下
す
る
よ
う
な
構
造
に
し

た
道
路
と
定
義
し
た
場
合
、
市
道
で

は
な
い
が
、
小
平
団
地
内
に
車
道
を

蛇
行
さ
せ
た
通
路
が
あ
る
。

②
道
路
は
交
通
機
能
だ
け
で
な
く

防
災
機
能
な
ど
多
様
な
機
能
を
持
っ

て
い
る
。
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

は
必
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
た
め
、

対
応
で
き
る
路
線
が
あ
れ
ば
検
討
し

た
い
。

萩
山
通
り
と
緑
川
通
り
の
交
差
点

▲

放
置
自
転
車（
鷹
の
台
駅
前
）

▲

青
梅
街
道
駅
の
東
側
通
路

▲

道

路

青
梅
街
道
駅
東
側
通
路
の

整
備
と
防
犯
対
策
に
つ
い
て

道
路
を
占
用
す
る
広
告
物
等
の

取

り

扱

い

は

適

切

か

緑
川
通
り
、
萩
山
通
り
を

安
全
で
便
利
な
通
り
に

自
転
車
等
の
放
置
防
止
に
関
す
る

条
例
と
指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
再
生
へ
向
け

生
活
道
路
の
役
割
の
見
直
し
を

放
置
自
転
車
の
実
情
と

対

策

に

つ

い

て

あ
か
し
あ
通
り
を
桜
並
木
に

す
る
こ
と
に
つ
い
て

教
育
・
文
化

子
ど
も
の
発
達
に
応
じ
た

情
報
交
換
体
制
を
つ
く
れ
な
い
か

小
・
中
学
校
の
入
学
式
等
で
内
心
の

自
由
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
改
善
を

市
の
障
が
い
者
・
児
、
障
が
い

傾
向
者
・
児
の
施
策
を
問
う

多
文
化
共
生
と
外
国
籍
児
童
・

生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

②
校
長
と
の
協
議
に
よ
り
必
要
に

応
じ
て
指
導
期
間
を
延
長
し
て
い
る

の
で
、
拡
充
す
る
考
え
は
な
い
。

③
日
本
語
指
導
講
師
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
お
け
る
外
部
講
師
に

つ
い
て
、
情
報
提
供
を
依
頼
し
た
こ

と
が
あ
る
。
今
後
、
条
件
が
合
え
ば

国
際
理
解
教
育
の
推
進
の
た
め
、
交

流
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
市
長

は
内
心
の
自
由
を
尊
重
す
る
立
場
か

ら
、
日
の
丸
、
君
が
代
の
強
制
は
行

わ
な
い
と
の
見
解
を
示
し
て
ほ
し
い

が
ど
う
か
。

②
小
・
中
学
校
入
学
式
の
教
育
委

員
会
告
辞
で
、
君
が
代
を
歌
う
の
が

ル
ー
ル
な
ど
と
い
っ
た
発
言
が
あ
っ

た
。
市
民
か
ら
疑
問
の
声
が
出
て
い

る
が
改
善
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
招
待
も
し
な
い
議
員
が
来
て
は

困
る
、
起
立
せ
ず
歌
わ
な
い
議
員
は

迷
惑
と
い
う
の
が
校
長
会
の
総
意
で

あ
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
見
解
は
。

市
長

①
個
人
の
内
心
に
ま
で
立
ち

入
り
強
制
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
思
い
は
、
私
も
尊
重
し
た
い
。

教
育
長

②
告
辞
の
内
容
は
統
一
し

て
い
る
が
、
式
当
日
の
状
況
に
よ
り
、

出
席
者
に
よ
っ
て
は
多
少
文
言
を
ア

レ
ン
ジ
す
る
こ
と
も
あ
る
。
今
後
は

内
容
等
に
大
き
な
差
が
生
じ
な
い
よ

う
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

③
市
議
会
議
員
は
市
民
の
代
表
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
出
席
さ
れ
る
こ
と

を
前
提
と
し
て
連
絡
を
し
て
い
る
。

式
典
に
来
賓
や
保
護
者
が
出
席
す
る

際
の
対
応
は
、
校
長
の
責
任
で
お
願

い
し
て
い
る
が
、
出
席
者
の
内
心
の

自
由
を
尊
重
す
る
こ
と
は
今
後
も
確

認
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
指
摘
さ

れ
た
件
に
つ
い
て
は
、
校
長
会
の
総

意
で
は
な
い
。

※
バ
ッ
ク
キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
と
は

望
ま
し
い
将
来
像
を
描
き
、
そ
れ

を
将
来
の
あ
る
時
期
ま
で
に
実
現
す

る
た
め
段
階
的
な
経
路
を
検
討
す
る

考
え
方
の
こ
と
。

フ
ィ
フ
テ
ィ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
の
活
用

で
学
校
の
省
エ
ネ
と
環
境
教
育
を

※

※

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

①
早
期

発
見
・
療
育
の
観
点
か
ら
、
教
育
的

ニ
ー
ズ
を
保
護
者
と
一
緒
に
考
え
る

べ
き
で
は
。

②
※デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
の
子
ど
も
へ

の
教
育
支
援
は
。

③
温
か
み
の
あ
る
就
学
相
談
を
行

え
な
い
か
。

④
サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
負
担
に
対

し
、
独
自
の
軽
減
が
で
き
な
い
か
。

教
育
長

①
学
校
、
保
護
者
、
関
係

機
関
と
の
連
絡
を
密
に
し
、
特
別
な

教
育
的
支
援
を
要
す
る
児
童
・
生
徒

へ
の
対
応
策
を
検
討
し
た
い
。

②
書
き
言
葉
を
音
声
に
変
換
す
る

等
の
配
慮
が
考
え
ら
れ
る
。
今
後
、

個
別
対
応
や
教
材
開
発
の
研
究
を
続

け
る
必
要
が
あ
る
。

③
親
切
、
丁
寧
な
対
応
を
す
る
よ

う
指
導
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
接
遇

面
で
の
配
慮
に
努
め
る
。

市
長

④
制
度
の
維
持
や
公
平
性
の

観
点
か
ら
、
各
自
治
体
ご
と
に
負
担

が
か
わ
る
独
自
減
免
は
十
分
に
対
応

を
見
き
わ
め
る
必
要
が
あ
る
。

※
デ
ィ
ス
レ
ク
シ
ア
と
は

知
的
な
問
題
が
な
く
、
聴
覚
・
視

覚
の
知
覚
的
機
能
は
正
常
な
の
に
、

読
み
書
き
に
関
し
て
は
特
徴
の
あ
る

つ
ま
ず
き
や
学
習
の
困
難
を
示
す
症

状
の
こ
と
。

っ
て
い
き
た
い
。

②
道
路
及
び
通
路
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
等
は
重
要
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、
地
域
や
西
武
鉄
道
の
意
向
を
聞

き
な
が
ら
検
討
し
た
い
。
通
路
の
樹

木
や
雑
草
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て

は
、
防
犯
面
か
ら
土
地
所
有
者
に
働

き
か
け
て
い
き
た
い
。

③
抜
本
的
な
整
備
は
難
し
い
が
、

夜
間
利
用
者
の
安
全
性
確
保
の
た
め

に
街
路
灯
の
照
度
を
改
善
す
る
。

④
建
て
か
え
の
予
定
は
な
い
と
聞

い
て
い
る
が
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
検
討
を
踏
ま
え
、
要
望
を

伝
え
て
い
く
。

未
申
請
の
占
用
物
を
多
数
確
認
し
た

た
め
、
今
後
も
調
査
を
継
続
し
た
い
。

④
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
状
況

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
商
店
街
等
へ
の
P

R
を
通
し
て
周
知
し
て
い
く
。

⑤
道
路
法
に
基
づ
き
、
看
板
の
下

端
か
ら
路
面
ま
で
の
高
さ
や
道
路
境

界
線
か
ら
の
突
き
出
し
等
に
つ
い
て

規
制
が
あ
る
。

宮
Q
照
夫
議
員
（
政
和
）

①
主
要

駅
で
の
放
置
自
転
車
の
状
況
は
。

②
自
転
車
駐
車
場
を
経
営
し
て
い

る
民
間
事
業
者
に
整
備
費
用
を
助
成

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

③
自
転
車
駐
車
場
は
指
定
管
理
者

に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
効
果

と
そ
の
成
果
は
。

市
長

①
自
転
車
等
放
置
禁
止
の
取

り
組
み
が
市
民
に
浸
透
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
、
平
成
13
年
と
17
年
の
調

査
の
結
果
を
比
べ
る
と
大
幅
に
減
少

し
て
い
る
。

②
民
間
事
業
者
に
貢
献
し
て
も
ら

え
る
よ
う
な
支
援
策
を
研
究
し
て
い

き
た
い
。

③
平
成
17
年
に
制
度
を
導
入
し
た

自
転
車
駐
車
場
は
経
費
節
減
効
果
や

利
用
率
向
上
等
の
成
果
が
あ
っ
た
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
市
が

許
可
し
て
い
る
道
路
占
用
物
の
種
類

と
数
は
。

②
無
許
可
の
道
路
占
用
物
を
確
認

し
た
場
合
の
対
処
は
。

③
市
道
に
お
け
る
無
許
可
占
用
物

の
実
態
を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

④
占
用
物
に
は
占
用
料
が
か
か
る

と
い
う
認
識
が
、
市
民
に
周
知
さ
れ

て
い
る
か
。

⑤
法
令
上
適
用
さ
れ
る
規
制
は
。

市
長

①
建
物
の
壁
面
や
ポ
ー
ル
、

電
柱
等
に
取
り
つ
け
る
看
板
で
、
1

千
8
百
99
件
あ
る
。

②
許
可
で
き
る
も
の
は
占
用
料
の

納
入
を
求
め
、
許
可
で
き
な
い
も
の

は
撤
去
を
指
導
し
て
い
る
。

③
駅
周
辺
で
調
査
を
行
っ
た
結
果
、

花
小
金
井
駅
南
、
及
び
花
小
金
井
駅

東
有
料
自
転
車
駐
車
場
の
サ
ー
ビ
ス

状
況
は
ど
う
か
。

④
車
い
す
の
駐
車
が
可
能
な
自
治

体
は
あ
る
の
か
。

市
長

①
小
平
市
自
転
車
等
の
放
置

防
止
に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
自

転
車
と
原
動
機
付
自
転
車
を
対
象
に

自
転
車
駐
車
場
を
設
置
し
て
い
る
こ

と
か
ら
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

②
指
定
管
理
者
の
工
夫
に
よ
り
、

利
用
者
の
視
点
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
は
可
能
と
考
え
る
。

③
市
民
に
声
か
け
を
行
う
な
ど
親

切
で
親
し
ま
れ
る
施
設
づ
く
り
に
取

り
組
み
、
施
設
案
内
の
チ
ラ
シ
を
配

る
な
ど
の
工
夫
を
行
っ
て
い
る
。
花

小
金
井
駅
南
有
料
自
転
車
駐
車
場
で

は
、
昨
年
4
月
か
ら
の
1
年
間
で
利

用
率
が
約
3
％
向
上
し
た
。

④
多
摩
地
域
で
は
な
い
。

③
今
回
の
開
発
計
画
で
は
、
開
発

区
域
内
の
道
路
が
開
発
区
域
外
の
道

路
に
接
続
可
能
な
た
め
、
接
続
す
る

こ
と
が
法
律
の
趣
旨
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
接
続
し
な
い
場
合
は
こ
の

趣
旨
に
反
す
る
と
考
え
る
。

※
生
活
道
路
と
は

児
童
・
生
徒
の
通
学
、
食
料
品
や

日
用
品
の
買
い
物
、
近
隣
と
の
往
来
、

市
役
所
・
公
民
館
へ
の
出
入
り
な
ど

市
民
の
日
常
生
活
に
使
用
す
る
道
路

の
こ
と
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

あ
か
し

あ
通
り
に
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
を
植
え
て
、

小
平
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
桜
並
木

を
つ
く
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
桜
並

木
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
平
市

を
公
園
都
市
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ

と
も
可
能
と
な
り
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー

ド
の
活
性
化
に
も
貢
献
す
る
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

市
長

あ
か
し
あ
通
り
に
は
約
380
本

の
ニ
セ
ア
カ
シ
ア
が
あ
り
、
市
民
に

潤
い
を
与
え
て
い
る
。
樹
木
に
名
称

プ
レ
ー
ト
を
取
り
つ
け
た
り
、
一
部

の
区
間
で
花
を
つ
け
る
よ
う
な
剪
定

を
行
い
、
白
い
房
状
の
花
が
咲
い
た

こ
と
で
、
こ
の
樹
木
に
つ
い
て
、
少

し
ず
つ
市
民
の
理
解
を
得
て
い
る
。

桜
の
よ
う
な
華
や
か
さ
は
な
い
が
、

今
後
も
清
楚
な
美
し
さ
を
持
つ
ニ
セ

ア
カ
シ
ア
の
花
が
、
毎
年
5
月
中
旬

に
あ
か
し
あ
通
り
全
体
を
彩
る
よ
う

な
管
理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
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